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　この10年間を振り返ってみると，年3回程度の
部会が着実に開催され，主要テーマに関する技術
紹介や意見交換が活発に行われてきた。具体的な
活動形態としては，回ごとに主要テーマを設定し，
技術発表と工場見学会を組み合わせることによっ
て，技術的な議論や参加者の問題意識を現場に引
きつけていくという形式で行ってきた。工場見学
会は，自動車メーカー各社の生産ラインだけでな

く，鉄鋼メーカー，自動車部品メーカー，ロボッ
トメーカーおよび溶接機器メーカーに加え，電子
機器メーカーなど異なる業種の工場見学も企画
し，異業種における生産ラインの革新を積極的に
学ぶ場としても注目してきた。
　表8.1に過去10年間の歴代部会役員の変遷を
まとめた。

表 8.1　過去 10 年間の歴代部会役員
期 年　度 部会長 副部会長 監　事

第 26 期 1999 中村　尚範
（トヨタ）

大沢　敏夫（ホンダE）
糟谷　一久（富士重工）

加藤　規康
（日産）

第 27 期
2000 岩田　秀信

（ホンダE）

加藤　規康（日産）
高橋　雄二（マツダ） 中村　尚範

（トヨタ）2001 犬竹　辰年（日産）
檜垣　通生（マツダ）

第 28 期
2002 犬竹　辰年

（日産）

中村　尚範（トヨタ）
大山　安夫（三菱） 岩田　秀信

（ホンダE）2003 白井　雅人（トヨタ）
大山　安夫（三菱）

第 29 期 2004 白井　雅人
（トヨタ）

加藤　千稔（ホンダE）
高橋　邦明（富士重工）

河崎　昌彦
（日産）2005

第 30 期
2006 加藤　千稔

（ホンダE）

河崎　昌彦（日産）
高橋　邦明（富士重工） 大倉　守彦

（トヨタ）2007 榎本　善治（日産）
高橋　邦明（富士重工）

第 31 期 2008 佐野　利彦
（日産）

大倉　守彦（トヨタ）
檜垣　通生（マツダ）

加藤　千稔
（ホンダE）

　図8.1は過去10年間の技術発表を溶接・接合
工法，生産ライン・システム，材料およびその他
の大項目に分類したものである。
　全体の4割を占める工法に関する技術発表をさ
らに分類すると，図8.2に示すように，鋼を対象
としたスポット溶接，アーク溶接およびレーザ溶
接で6割を占めるものの，SPR（セルフピアスリ

ベット）やFSW（Friction Stir Welding）など，
鋼との異材接合も含めると，アルミニウム合金を
対象とした工法も4割にのぼっており，車両の軽
量化を目的としたアルミニウム合金採用の動きが
強まってきたことがうかがえる。また，スポット
溶接に関する技術発表において，そのほとんどが
ハイテン材を対象としていること，車体軽量化を
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目的としたレーザ溶接技術に関する発表が増えて
きたこと等からも，この10年間における車両軽
量化のための材料・構造の変遷と，それを支える
接合技術の変革を読み取ることができる。
　一方，生産ラインやシステムに関する発表に注
目すると，図8.3に示すように，生産ラインの高
速化や，これを実現するためのロボットの高速化
で半数強を占める。また，生産準備システムでは
デジタルファクトリーなど，ものづくりにおける
課題を各種デジタル技術を通して事前に解決して
いくことが実現されてきている。生産ラインの生
産性向上とライン準備の短期化が大きな注目点で
あったと言える。

図 8.1　過去 10 年間の技術発表の傾向
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図 8.2　溶接・接合工法の内訳

SPR，FSW
等
30％

異材接合
10％

スポット溶接
30％

アーク溶接
10％

レーザ溶接
20％

図 8.3　生産ライン・システムの内訳
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　今後，自動車へのさらなる安全性向上・軽量化
の要求にともない，ハイテン材やアルミニウム合
金をはじめとして，被溶接材が進化していくこと
は容易に予想される。一方，国内自動車メーカー
各社は海外での生産比率を高めてきており，少子・
高齢化が進んでいく中で，グローバルな競争力を
維持・向上していくために，自動化されたより生

産性の高いシステムが要求されていくことも予想
される。
　このような自動車の溶接・接合をめぐる動向を
踏まえ，技術発表や工場見学を通じた関係各位の
交流をより一層深め，今後も自動車溶接・接合の
発展に貢献していきたいと考えている。

今後の方向8.3




